
「迷う時・逆風の時」こそ、客観的な指標をひとつ、お手元に。

ビジネスパーソン、父母、教育・研究関連従事者の 3ステークホルダーによる、

あなたの大学の「ブランド力通信簿」をご提供します

【東日本編】【首都圏編】【北陸・東海編】
【近畿編】【中国・四国編】【九州・沖縄・山口編】

2025-
  2026

大学ブランド
イメージ調査



※「東日本編」は商品CD-ROMの中に北海道・東北・北関東・甲信越
   それぞれの地域の結果（独立した 4つのファイル）が収録されています

※「九州・沖縄・山口編」の山口編として、 山口大学と下関市立大学がノミネートされています

60 校中 国・四 国

国立 10 校 / 公立 14 校 / 私立 36 校

65 校

（中国地方：鳥取・島根・岡山・広島・山口）
（四国地方：徳島・香川・愛媛・高知）

（北陸地方：富山・石川・福井）
（東海地方：岐阜・静岡・愛知・三重）北 陸・東 海

国立 10 校 / 公立 8校 / 私立 47 校

22 校（山梨・長野・新潟）東日本：甲信越

国立 5校 / 公立 6校 / 私立 11 校

55 校  九 州・沖 縄・山 口

国立 11 校 / 公立 8校 / 私立 36 校

67 校

国立 10 校 / 公立 5校 / 私立 52 校

近 畿

首 都 圏

国立 12 校 / 公立 3校 / 私立 106 校

121 校

東日本 : 北関東

国立 4校 / 公立 3校 / 私立 13 校

（茨城・栃木・群馬）20 校

東日本：北海道

国立 5校 / 公立 4校 / 私立 5校

14 校38 校（青森・岩手・宮城・秋田・山形・福島）東日本：東北

国立 7校 / 公立 6校 / 私立 25 校

国内を９地域に分け、のべ 462 校をノミネート。全国の主要な大学を網羅しています。それぞれの地域の在住者を回答者とすることで、
より実態に近い評価を確認することができます。調査対象外の大学については、本調査と同じフレームで別途調査も承ります。

調査対象地域区分とノミネート大学数

●調査期間　　　　　2025 年 7月 17 日～ 8月 19 日
●調査方法　　　　　インターネット調査
●調査対象大学数　　全国の国立大学、公立大学、私立大学のべ 462 校 。ノミネートは大学規模や地域性などを総合的に勘案し、調査機関が選定
　　　　　　　　　　　※北関東 7、甲信越 8、東北／近畿／中国・四国／九州・沖縄・山口は 10、首都圏／北陸・東海は 11、北海道は 14 の大学を 1調査票に提示

●調査回答者　　　　対象Ａ．各地域に在住 ( 首都圏編であれば首都圏在住者 ) の ①有職者 ( ビジネスパーソン )  ②中学生以上の子を持つ父母
　　　　　　　　　　対象Ｂ．大学、また学生に対するイメージ、自由コメント ( 大学の特長と改善点 )、入学推薦率については、各地域に在住の
　　　　　　　　　　　　　　③教育・研究機関従事者も対象としている　　　　　　　　　
●有効回答者数　　　約 52,000 人
●調査機関　　　　　日経 BPコンサルティング

調査概要 ・企画
各地域の主要大学を対象とした、第三者機関による中立的な調査。最終指標として大学の「ブランド力」を算出します。また、調査結果を元に、
ブランドが持つ特徴や自校の強みや弱み、同一地域内での他大学との差異などを明らかにします。

大学の評価指標として近年注目されているのが、大学の「ブランド力」です。
受験を控えた高校生やその家族へ自校の「らしさ」をアピールし（とがる）、
大学のブランド価値を周囲の関係者に浸透させポジティブなイメージを植え
つけ（ひろげる）、大学の評判やロイヤルティを高めプレゼンスを上げる（よ
ろこばす）――。このような活動はブランド力向上のために必要不可欠です。

ブランド評価の研究機関でもある日経ＢＰコンサルティングは、今年も国内
９地域で「大学ブランド・イメージ調査」を実施しました。今年で 19 回目
を迎える本調査では、各地域のお仕事をお持ちの方（有職者）、中学生以上の
子を持つ父母、教育・研究関連従事者から回答を収集。自校が周辺地域の
ステークホルダーにどのような姿として映っているのかを、数値化してお
届けします。

調査結果からは、自校の強み/弱みやライバル大学との差異など、大学のイメー
ジに関する広範な情報を簡単に得ることができます。これまでの広報活動の
効果測定として、また、次年度の予算分配時の参考資料としてもお使いいた
だけます。ぜひ貴校のブランドづくりにご活用ください。

大学ブランド力向上の絶対条件

“とがる・ひろげる・よろこばす”

貴校はどこまで進んでいますか？

広報企画の効率改善につながる、

校内議論での『なんとなく』を

無くすためのデータベースを

ご提供いたします。



University Brand Evaluation Survey  2025-2026

大学ごとに  「一般的なイメージ」  「大学組織に対するイメージ」  「学生へのイメージ」  について様々な印象を回答者に尋ねました。各項目の得票率(％)
から 3つのグループのイメージスコア、さらに総合評価となる「大学ブランド力」を偏差値として算出します。イメージ量を数値化することにより、
ブランドの強みと弱み、競合校と比較してのポジショニングを確認でき、また今後の成長の可能性についても予測することが可能です。

大学ブランド力を測る 36の項目

有効に活用するための代表的な使い方

「よし、やってみよう！」と機運が高まったものの、客観的な情
報を共有せずに、ブランドづくりを考えていくと、議論がまとま

らないことがあります。ブランドの重要性は理解し、学
内が一致団結する必要は認識できたものの、「ど

う振舞うか」が人によってずれたものに
なってしまうと元も子もありません。
学内を「まとめる」ことができる本
商品を使用すれば、全体方針を共
有できます。

ブランドづくりにおいては、大学の魅力や売
りを何にするのか、エッジを考えることが必要に

なります。そのエッジとなるキーワードを何にするのか
決めていく作業の中で本商品を活用できます。
この商品から現在の強みと弱みを把握できますので、ま
ずは強みからエッジの設定を考え、その中になければ、
現在の弱みから探すことになります。その後、そのエッ
ジ訴求のための諸活動に落とし込んでいきます。

活動の総合評価として、どの程度奏功し、結果、現時点でのブランド力がど
の程度あるのか、振り返りのタイミングが 1 年に一度くらいはあってもよい
でしょう。ブランド力の健康診断を受けましょう。適切なターゲットに適切
な手段で適切なコンテンツを届ける、それで初めて想定のエッジが醸成され
ます。その「適切さ」を本商品で確認しましょう。次年度の広報・コミュニケー
ション予算の編成にご活用ください。

少子化問題などによる受験者人口の減少や、イメージ訴求の困難さな
どに対する解決策として、「ブランド」にたどり着いた大学は少なく
ないでしょう。会議のたびに議題には上がりますが、具体的にどうし
たらよいのか分からず、議論が進まないこともしばしば。そこでまず
は「体系的な現状把握」のためにこの本商品が使われます。
学内では似たような小規模の調査が行われているかもしれ
ません。しかし「専門家監修による、ブランド体系に則っ
た」「他大学を含めた把握」ができる調査データは
なかなか存在しません。
この調査データを使えば、「貴校の総合評価」を
客観的な数値情報として把握できます。ブラン
ドづくり「ことはじめ」で第三者機関の数値デー
タを活用すると、学内での「離陸」がスムー
ズです。

B R A N D

「はじめる」
ために使う

１

「ふりかえる」
ために使う

4

「まとめる」
ために使う

2

「きめる」
ために使う

3

１

2

3

4

大
学
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ラ
ン
ド
力

●教育機関としてのビジョンがある  
●各界に多数の人材を輩出している
●在学中の資格取得に積極的である　
●就職状況が良い　　
●伝統や歴史を重んじている　  　

●他大学にはない魅力がある
●学部、学科が充実している  
●研究などに使用する施設が充実している
●地域産業に貢献している　
●地域社会・文化に貢献している

●留学生の受け入れが活発である　
●グローバルである/国際交流が活発である　
●スポーツ活動に熱心に取り組んでいる　
●立地が良い　

大学ブランド
イメージスコア

大学に対するイメージ（14項目）

●いま注目されている、旬である　
●エネルギッシュである　
●センスがいい、かっこいい
●時代を切りひらいている　　

●一流感がある　　
●自由闊達である
●知名度がある　
●親しみが持てる
　

●好感が持てる　
●誠実である、正直である
●信頼できる

一般
イメージスコア

一般的なイメージ（11項目）

●個性的である　
●勉強、研究に熱心である  
●リーダーシップがある
●精神的にタフである　

●礼儀正しい、上品である　
●基礎学力が高い
●語学に長けている
●創造力がある
　

●問題解決能力が高い
●高い専門性、専門知識を有する 
●コミュニケーション能力が高い

学生ブランド
イメージスコア

学生に対するイメージ（11項目）

大
学
ブ
ラ
ン
ド
を
構
成
す
る
イ
メ
ー
ジ
要
素
を

36
項
目
に
凝
縮



◯◯大学

大学認知度

すべてのベースとなる「認知量」を測定。
対象者にどの程度知られているのか、
スタートラインに立てているかを確認！

納品物の 1 つが下記に示す個別分析シート。調査結果を一覧できる、いわば「ブランド通信簿」です。プルダウンメニューから、結果をご覧にな
りたい大学、属性を選択すると、「ブランド総合力」を始め、「大学認知率」「ブランド・イメージ 36 項目の得票率」「入学推薦率」「採用意向率」「認
知経路項目の得票率」などが表やグラフで表示されます。
（個別分析シートの属性別表示は、有職者編のみの機能となります。また「大学認知率×ブランド総合力における分布図での布置」は、全体の結果の表示のみとなります）

個別分析シートで明らかになる大学のブランド力

大学ブランド力

イメージスコアを
構成する 36項目

性別、年代別、各都道府県・エリア別、
認知度合別、SDGs 関心層の結果から、どの
属性の人からの評価が強いか・弱いかを確認 !

自由意見集（3種類）

どのような言葉で大学が語られているのかを確認 !　
単語検索機能で、調べたい単語を含む自由意見を見つけられます。
取組みや気になるキーワードから逆引きで自由意見を探せます。
※大学の特徴・魅力、改善点、大学推薦・非推薦理由

入学推薦率

我が子や親戚、知人の子の入学意向を
どれだけ了承してくれているのか、
お薦め度はどの程度なのかを確認！

採用意向率

企業の人事、採用担当の立場に立って回答。卒業生が
社会に出て使える人材として受容されているかを確認！

認知経路

マス広告は？ Web は？ 口コミは？大学情報は何から見聞き
されているのか、どの広報活動が奏功しているかを確認！

大学認知率×ブランド総合力

ブランドづくりの推進度合いは、大きく 3段階に分けられます。
現在、自校がどこに位置するか、どの段階（フェーズ）かを確認！

2023



大学の認知度・知名度を上げ、ステークホルダーに広
く知ってもらうフェーズであれば、「大学認知度」や
「大学詳細認知度」などを経年で追うことになります。
情報の認知経路より、施策通りの媒体から情報が
認知されているかを確認することで、自校のコミュ
ニケーション施策が「伝わる施策」になっているか
を点検します。
また、大学の所在エリアごとに結果を確認して、 地域
ごとの施策立案をするための基礎データを収集する
ことができます。
（都道府県別の結果に加えて、「北陸・東海編」では「北陸地方」「東海地方」、
「中国・四国編」では「中国地方」「四国地方」でも結果を確認することができます）

●ひろげるフェーズで

認知度もブランド総合力も高い水準にある場合は、
「入学推薦率」や「採用意向率」などのロイヤルティ
項目を経年で追うことになります。
「入学推薦率」については、評価をつけた理由を自由
意見で確認することができます。

調査結果を活用した「ブランドづくり」「広報戦略の立案支援」「全
学広報の活動支援」など大学ブランド向上のためのコンサルティン
グも承ります。

ステークホルダーが心に抱くブランドイメージを向上させる活動に
は終わりがなく、長期的なものになります。円滑にブランドづくり
を進めるためのお手伝いをいたします。

●よろこばすフェーズで

プラスイメージの植え付けや、競合校との差別化、
決定 した「とがるもの」を訴求するフェーズであれば、
「36 の イメージ項目」からプライオリティの高い項
目のデータやブランド総合力などを経年で追うこと
になります。
また、「36 のイメージ項目」を、関連性が高い項目
同士でグループ分けをした「6因子」（一流、躍動感、
創造力、グローバル、地域貢献、上品・誠実）から
も確認することができます。

●とがるフェーズで

ブランドづくりの推進度合いによって、「何を目指すべきか、
どの調査データをみるか」が変わってきます。【使用上の留意点】KPI を設定する

自校の認知度を確認 認知経路で自校の広報施策の
評価、ヒントをみつける！

36項目中のイメージのとがる部分は
貴校の特徴！　　　　　　

6因子のレーダーチャートで
自校の強みの傾向を確認

「都道府県別」「ステークホルダー別」に限定してデータを追えるので、
KPI をそのような区分をしたうえで設定することも可能です。

広報戦略施策などのブランドコンサルティング

ブランドコンサルティングの流れと支援内容の一例  （個別に承ることができます）

大学ブランド・イメージ調査
貴校学生対象の調査
教職員対象の調査
学部設置などのニーズに関す
る調査

●
●
●
●

ブランド価値の
調査・診断

ブランド推進体制計画書の作成
ブラント推進 の年間スケ
ジュールの作成
ブランド 3要素（※）策定の支援
※ミッション／ビジョン／バリュー

ブランドKPI 設計書の作成

●
●

●

●

ゴール・目標値の
設定

広報施策の棚卸しの実施支援
U I（ユニバーシティ・アイデンティ
ティ）の策定支援
ブランド広報ポリシーの作成
支援

●
●

●

施策の
現状分析

大学案内・広報誌などの制作
広告コンテンツ
動画コンテンツ
ブランド委員会・会議の運営
支援

●
●
●
●

施策の
立案・実行

広報施策に対する効果測定

その他、各種調査の実施

●

効果測定・
振り返り

A B C D E



●この商品は、大学関係者・教育機関向けのみの販売となりますので、ご了承ください。　●データCD-ROMは、Windows Microsoft® Excel 2021（日本語版）での動作を確認しています。　●その他のソフトウェアでは、

　組み込まれているプログラムが正常に動作しない場合があります。　●本パンフレットに掲載されている内容は変更になる場合があります。　●納品後の解約はご容赦ください。

●データディスク
　/データ画面イメージ

納品セット内容

1 分析用データCD-ROM（ノミネート全大学の結果を収録）
CD-ROM には、調査対象となったすべての大学の結果データ
が収録されています。ブランド力の全体ランキングのほか、任
意の大学の結果を、表やグラフにまとめた「通信簿」である個
別分析シート、ならびに任意の大学を自由に 2 つお選びいただ
き、その結果を比較する競合分析シートなどを出力する機能が
あります。また、大学に対する魅力や改善点など様々な視点で、
自由に記述いただいたものをまとめた、自由意見集を出力する
ことも可能です。

2 貴校個別分析シート（3種）カラー出力紙
ビジネスパーソン、父母、教育関連従事者の 3
種の属性ごとに、分析用データ CD-ROM に収録
されている個別分析シートをカラー出力したも
のです。貴校の結果が一目でわかる本シートと
して、学内の会議資料などで、そのまま使用す
ることが可能です。
※教育関連従事者の個別分析シートには、6 因子（一流、
躍動感、創造力、グローバル、地域貢献、上品・誠実）は
含まれません。

●個別分析シート

3 貴校結果概要シート（Silver、Goldバージョンのみ）
貴校の結果データの概要を 500 字程度で解説したコメントをまとめたものです。数値情報
からどのような傾向が読み取れるのかその概要を、容易に理解できます。ノミネート地域内
で見た貴校の位置づけが文章で把握でき、情報の学内共有の場などでお役立ていただけます。

4 個別報告会（Goldバージョンのみ）
貴校の結果データについて、ご指定の競合校 2 校との比較を入れながら、調査担当者
がご説明する報告会を開催します。想定参加者は 10 名以内で、時間は全体で 60 分
となります。調査結果を分析した資料を PowerPoint で作成し、それを元にお話をし
ます。開催時期はご要望をうかがった上で、調整させていただきます。

5 オプション

●定性分析結果データ
貴校の自由意見回答（大学の特徴・魅力、改善すべき点、推薦・非推薦の理由の 3種類）
データをもとに、定量的に分析し、貴校がどのような言葉で、具体的に語られている
かを総合的に判断します。1 件 1 件の自由意見をお読みいただく時間を節約でき、自
由意見がどのような傾向を持っているかを容易に把握していただけます。

●全国版総合ランキングデータ（全国版のみ）
全国版の CD-ROM には 9 地域それぞれのランキングが、独立して収録されています
（9 つの地域ごとのブランド力ランキングが個別に収録）。この個別のランキングを一
旦集約し、全国の大学を対象にして、ブランド力を再集計。9 つのランキングを 1 つ
のランキングに束ねた「全国の全対象大学に関する総合ランキング」をお届けします。
自校が対象地域内だけではなく、全国の大学と比較して、どのポジションに位置して
いるのかを把握することが可能です。

●Baby版データ
ご指定の大学をご指定の地域において、本編同様の調査項目で実施し、「個別分析シー
ト」と「自由意見集（3 種）」をご提供します。本編の指定地域データと比較分析する
ことで、ノミネート地域以外で貴校や競合校がどのようなブランドポジションにある
かを把握することが可能です。

本調査（本編）では、1大学あたり 1地域（本部所在地域）でのノミネートとなっております。そのため、

「地域をまたいでキャンパスが所在する」「対象地域外の学生をターゲットとしている」「複数地域に

おける自校のブランドポジションを知りたい」「対象外地域での競合との差を分析したい」「ノミネー

ト外大学を調べたい」などのご要望については、追加調査「Baby 版」をご用意しています。

対象外地域で同様の調査を実施するには

お申込み〆切 2025 年 12 月 19 日

Baby 版実施について

調査実施：2026 年 1月（予定）

●本編の購入が条件となります。
●設問は本編と同様となります。
●調査回答者は、有職者と中学生以上の子を持つ父母です。
●本編と同様の個別分析シートと自由意見集をご納品します。
●調査実施後、ご納品まで 1カ月ほどかかります。

Baby 版

￥100,000定性分析結果データ

全国版総合ランキングデータ（全国版のみ）

貴校の自由意見回答データを分析

全国のべ 462校を１つのランキングに
まとめた総合スコアを収録

1地域・1大学あたりの実施費用Baby 版 実施

オプション ￥300,000

￥250,000

全国版は、6編それぞれの結果を１枚の CD-ROMに収録しているものです。（６編全体の結果を１つのランキングにまとめたものではありません）
前回の調査結果（「大学ブランド・イメージ調査 2024-2025」）をご購入いただいている場合、10%引きの価格となります。

「東日本」「首都圏」「北陸・東海」「近畿」「中国・四国」「九州・沖縄・山口」の 6編から、お選びいただけます納品セット価格

2025 年 11月 19日（水）発行大学ブランド・イメージ調査 2025-2026
日経ＢＰコンサルティング

￥490,000

￥650,000

★

★

★

★

￥240,000

￥400,000

★

★

★

￥190,000

￥350,000

★

★

GoldSilverBronze
初めてご購入される場合

（全 6編から任意の 1編をお選びいただきます）

（全 6編を収録）

１編版

全国版

分析用データCD-ROM 

貴校個別分析シート（3種）カラー出力紙 

貴校結果概要シート（A4 シート 1枚） 

個別報告会 

定 価

ご提供内容

(税別 )

製  品  バ ー ジ ョ ン

￥441,000

￥585,000

★

★

★

★

￥216,000

￥360,000

★

★

★

￥171,000

￥315,000

★

★

前回ご購入いただいた場合

Gold SilverBronze

E-mail        survey@nikkeimm.co.jp

●本商品の発行元は、日経BPコンサルティングです。　●掲載情報の無断転載を禁じます  Ⓒ日経BPコンサルティング2025-2026

https://www.nikkeimm.co.jp/brand/  お問い合わせ・お申し込みは


